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(57)【要約】
【課題】小さな回路規模でサンプリングパルスを生成す
ることができる内視鏡システムを提供する。
【解決手段】内視鏡システム１は、撮像信号を生成する
ＣＣＤ８が設けられた内視鏡２と、入力される撮像信号
を信号処理する映像信号処理回路１３が設けられたプロ
セッサ３とを備える。プロセッサ３は、所定の周波数の
基準クロックを生成するＦＰＧＡ９と、ＣＣＤ８で被写
体を撮像することにより得られる撮像信号からリファレ
ンスクロックを生成するリファレンスクロックゲート１
６と、基準クロックとリファレンスクロックとの位相差
に基づき、基準クロックを遅延させた遅延クロックを生
成する位相比較部１７と、位相比較部１７からの遅延ク
ロックに基づいて、撮像信号をサンプリングするための
サンプリングパルスを生成するサンプリングパルス生成
部１８とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体を撮像して撮像信号を生成する撮像素子が設けられた内視鏡と、前記内視鏡から
入力される前記撮像信号を信号処理する信号処理回路が設けられたプロセッサとを具備す
る内視鏡システムであって、
　前記プロセッサは、
　所定の周波数の第１のクロック信号を生成する第１のクロック生成部と、
　前記撮像素子で被写体を撮像することにより得られる撮像信号からクロック信号成分を
抽出し、該クロック信号成分の周波数を有する第２のクロック信号を生成する第２のクロ
ック生成部と、
　前記第１のクロック信号と前記第２のクロック信号との位相差に基づき、前記第１のク
ロック信号を遅延させた遅延クロック信号を生成する位相比較部と、
　前記位相比較部からの前記遅延クロック信号に基づいて、前記撮像信号をサンプリング
するためのサンプリングパルスを生成するサンプリングパルス生成部と、
を備えたことを特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　前記位相比較部は、前記第１のクロック信号を所定倍に逓倍した逓倍クロック信号を生
成する逓倍部と、前記逓倍クロック信号を用いて、前記第１のクロック信号と前記第２の
クロック信号との位相差をカウントする位相比較カウンタと、前記位相比較カウンタのカ
ウント結果に基づき、前記第１のクロック信号を遅延させた前記遅延クロック信号を生成
する遅延クロック生成部とを有することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項３】
　前記位相比較部は、前記第１のクロック信号を順次、所定量遅延させる直列接続された
複数のバッファと、前記複数のバッファのそれぞれに接続され、前記第２のクロック信号
に基づき、前記複数のバッファの出力を取り込む複数のフリップフロップと、前記複数の
フリップフロップの出力値から前記第１のクロック信号と前記第２のクロック信号との位
相差を生成するエンコーダと、を有することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システ
ム。
【請求項４】
　前記撮像素子に供給する駆動信号の波形を整形する駆動信号生成部を備えることを特徴
とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項５】
　前記駆動信号生成部は、前記第１のクロック信号に基づきタイミングパルスを生成する
タイミングジェネレータと、前記タイミングパルスから前記駆動信号を生成するドライバ
と、前記第１のクロック信号と前記第２のクロック信号との位相差に応じて、前記駆動信
号の出力先を切り替えるスイッチと、それぞれが異なるフィルタを備え、前記スイッチか
ら出力された前記駆動信号の波形を整形する複数のピーキング回路とを有することを特徴
とする請求項４に記載の内視鏡システム。
【請求項６】
　前記駆動信号生成部は、前記内視鏡の種別に応じて、前記第１のクロックに基づき生成
するタイミングパルスの立ち上がり及び立ち上がりを高速でスイッチングするタイミング
ジェネレータと、前記スイッチングしたタイミングパルスの高周波成分を平滑化するロー
パスフィルタと、前記高周波成分を平滑化したタイミングパルスから前記駆動信号を生成
するドライバと、前記駆動信号の波形を整形するピーキング回路とを備えることを特徴と
する請求項４に記載の内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡システムに関し、特に、基準クロックと撮像信号から抽出されたリフ
ァレンスクロックの位相差に基づきサンプリングパルスを生成する内視鏡システムに関す
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る。
【背景技術】
【０００２】
　従来、内視鏡システムは、先端部にＣＣＤ等の撮像素子を備えたスコープ（内視鏡）と
、スコープに設けられた撮像素子で撮像された内視鏡画像に所定の画像処理を施し、モニ
タに表示するプロセッサとにより構成されている。スコープとプロセッサとは、コネクタ
等を介して着脱自在に構成されており、種類の異なる、例えば、ケーブル長等が異なるス
コープをプロセッサに接続することができる。
【０００３】
　このようにケーブル長が異なると、撮像素子を駆動信号で駆動した場合、駆動信号の信
号伝搬の遅延量が異なるとともに、撮像素子から出力された撮像信号がプロセッサに入力
されるタイミングも異なる。そのため、撮像素子からの撮像信号中における実際の信号成
分部分を抽出するためのサンプリングパルスの発生タイミングを、ケーブル長による遅延
量に応じて適切に設定する調整作業が必要である。
【０００４】
　そこで、内視鏡システムのプロセッサには、このような調整作業を自動で行うために、
スコープから入力される撮像信号の位相と、撮像信号をサンプリングするためのサンプリ
ングパルスの基準となる基準クロック信号の位相とを同期させるＰＬＬ回路が設けられて
いる。
【０００５】
　例えば、特許文献１には、高画質の撮像素子を搭載したスコープにも対応可能な信号処
理を行うために、低位相雑音特性に設定した状態で、周波数引込を簡単な構成で行うこと
ができるＰＬＬ回路を用いた内視鏡システムが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００７－１５９９９１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、このような内視鏡システムは、ＰＬＬ回路を用いてクロックを生成して
いるため、ＰＬＬ回路を構成するため、回路規模が大きくなってしまうという問題がある
。
【０００８】
　そこで、本発明は、小さな回路規模でサンプリングパルスを生成することができる内視
鏡システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一態様の内視鏡システムは、被検体を撮像して撮像信号を生成する撮像素子が
設けられた内視鏡と、前記内視鏡から入力される前記撮像信号を信号処理する信号処理回
路が設けられたプロセッサとを具備する内視鏡システムであって、前記プロセッサは、所
定の周波数の第１のクロック信号を生成する第１のクロック生成部と、前記撮像素子で被
写体を撮像することにより得られる撮像信号からクロック信号成分を抽出し、該クロック
信号成分の周波数を有する第２のクロック信号を生成する第２のクロック生成部と、前記
第１のクロック信号と前記第２のクロック信号との位相差に基づき、前記第１のクロック
信号を遅延させた遅延クロック信号を生成する位相比較部と、前記位相比較部からの前記
遅延クロック信号に基づいて、前記撮像信号をサンプリングするためのサンプリングパル
スを生成するサンプリングパルス生成部と、を備える。
【発明の効果】
【００１０】
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　本発明の内視鏡システムによれば、小さな回路規模でサンプリングパルスを生成するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】第１の実施の形態に係る内視鏡システムの構成を示す図である。
【図２】位相比較部１７の詳細な構成を示す構成図である。
【図３】基準クロックとリファレンスクロックとの間に遅延がない場合のタイミングチャ
ートである。
【図４】基準クロックとリファレンスクロックとの間に遅延がある場合のタイミングチャ
ートである。
【図５】第１の実施の形態の変形例に係る内視鏡システムの構成を示す構成図である。
【図６】位相比較部１７ａの詳細な構成を示す構成図である。
【図７】第２の実施の形態に係る内視鏡システムの構成を示す構成図である。
【図８】位相比較部１７ｂの詳細な構成を示す構成図である。
【図９】ＣＣＤ駆動部１０ａの構成を示す構成図である。
【図１０】第３の実施の形態に係る内視鏡システムの構成を示す構成図である。
【図１１】ＣＣＤ駆動部１０ｂの構成を示す構成図である。
【図１２】タイミングジェネレータ３４ａの構成を示す構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について詳細に説明する。
（第１の実施の形態）
【００１３】
　まず、図１を用いて、本発明の第１の実施の形態の内視鏡システムの構成について説明
する。
【００１４】
　図１は、第１の実施の形態に係る内視鏡システムの構成を示す図である。
【００１５】
　図１に示すように、内視鏡システム１は、内視鏡検査を行うための内視鏡２と、この内
視鏡２が着脱自在に接続され、内視鏡２に搭載された撮像素子に対する信号処理を行うプ
ロセッサ３と、このプロセッサ３から出力される映像信号が入力されることにより撮像素
子で撮像された画像を内視鏡画像として表示するモニタ４とを有する。
【００１６】
　内視鏡２は、生体の内部に挿入可能な細長で可撓性を有する挿入部５を有する。また、
内視鏡２は、挿入部５の後端に形成された図示しない操作部と、その操作部から延出した
ユニバーサルケーブルとを有する。そして、内視鏡２は、そのユニバーサルケーブルの端
部に設けられたコネクタ６により、プロセッサ３に対して着脱可能に構成されている。
【００１７】
　挿入部５の先端部には、照明光を出射する照明窓に例えば図示しない白色ＬＥＤが取り
付けられ、プロセッサ３に設けられた図示しないＬＥＤ点灯回路からＬＥＤ点灯用の電源
が供給されることにより点灯して白色の照明光を出射する。
【００１８】
　この照明窓に隣接して設けられた観察窓（撮像窓）には対物レンズ７が取り付けてあり
、その結像位置には撮像素子として例えば電荷結合素子（ＣＣＤと略記）８が配置されて
いる。
【００１９】
　このＣＣＤ８は、挿入部５内部等を挿通された信号ケーブルを介してプロセッサ３内に
設けられたＣＣＤ駆動部１０とフロントエンドアンプ（ＦＥＡと略記）１１とに接続され
る。
【００２０】
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　基準信号発生回路（ＳＳＧ）を構成するＦＰＧＡ９は、発振周波数の安定性が良好な水
晶発振子を用いた発振器により生成される基準クロックをＣＣＤ駆動部１０及び位相比較
部１７に供給する。このＦＰＧＡ９は、所定の周波数の第１のクロック信号である基準ク
ロックを生成する第１のクロック生成部を構成する。
【００２１】
　ＣＣＤ駆動部１０は、ＦＰＧＡ９からの基準クロックに応じて一定周期で出力されるリ
セットパルス等を含むＣＣＤ駆動信号を生成し、信号ケーブルの駆動線を介してＣＣＤ８
に印加する。
【００２２】
　ＣＣＤ８は、ＣＣＤ駆動部１０からのＣＣＤ駆動信号に基づいて、撮像面に結像された
観察対象部位からの戻り光に対して光電変換を施し、得られた撮像信号（或いはＣＣＤ出
力信号）を出力する。この撮像信号は、信号ケーブルの信号線を介してＦＥＡ１１に入力
される。ＦＥＡ１１は、入力された撮像信号を増幅し、ＣＤＳ＆Ａ／Ｄ回路１２及びバン
ドパスフィルタ（ＢＰＦ）１４に出力する。
【００２３】
　上記ＦＥＡ１１により増幅された撮像信号は、ＣＤＳ＆Ａ／Ｄ回路１２に入力され、Ｃ
ＤＳ回路部分において相関二重サンプリング（ＣＤＳ）処理により、撮像信号中における
信号部分が抽出されてベースバンドの信号に変換された後、Ａ／Ｄ回路部分でデジタル信
号に変換される。
【００２４】
　このデジタル信号は、映像信号処理回路１３に入力される。映像信号処理回路１３は、
ＣＤＳ＆Ａ／Ｄ回路１２からのデジタル信号を映像信号に変換し、内視鏡画像をモニタ４
に出力する。
【００２５】
　上記ＣＤＳ回路部分には、サンプリングパルス生成部１８から後述するサンプリングパ
ルスＳＨＰ及びＳＨＤが供給される。このサンプリングパルスＳＨＰ及びＳＨＤにより、
ＣＤＳ回路部分は撮像信号中における信号部分をサンプリングする。このサンプリングパ
ルスＳＨＰ及びＳＨＤは、撮像信号における（リセットパルス直後の）フィードスルー部
及びデータ部をそれぞれサンプリングし、それらの差信号を抽出して、ベースバンドの信
号を生成する。
【００２６】
　また、ＦＥＡ１１により増幅された撮像信号は、位相調整期間におけるリセットパルス
φＲを（基準クロックとなるリファレンスクロックとして）抽出するように帯域制限され
たバンドパスフィルタ（ＢＰＦ）１４を通り、さらにリミッタアンプ１５により波形整形
される。
【００２７】
　このリミッタアンプ１５は、例えば交流信号を通すコンデンサＣ、抵抗Ｒが入出力端間
に接続された反転アンプＡにより構成される。
【００２８】
　このリミッタアンプ１５により波形整形されたリセットパルスφＲの信号は、リファレ
ンスクロックゲート（以下Ｒ－ゲートと略記）１６を経てリファレンスクロックとして、
位相比較部１７に入力される。このＲ－ゲート１６は、例えばＮＡＮＤ回路により構成さ
れている。なお、Ｒ－ゲート１６は、リファレンスクロックの位相比較部１７への入力の
開閉を行うゲート手段を形成している。このＲ－ゲート１６は、第２のクロック信号であ
るリファレンスクロックを生成する第２のクロック生成部を構成する。
【００２９】
　位相比較部１７には、Ｒ－ゲート１６からのリファレンスクロックと、ＦＰＧＡ９から
の基準クロックとが入力される。後述するが、位相比較部１７は、基準クロックとリファ
レンスクロックとの遅延量（位相差）に基づき、基準クロック信号を遅延させた遅延クロ
ックを生成する。より具体的には、位相比較部１７は、基準クロックを所定の逓倍数の逓
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倍クロックを生成し、この逓倍クロックを基準にリファレンスクロックが基準クロックに
対してどの程度遅延しているかを示す遅延量を算出する。位相比較部１７は、算出した遅
延量だけ遅延させた遅延クロックを生成し、サンプリングパルス生成部１８に出力する。
【００３０】
　サンプリングパルス生成部１８は、位相比較部１７からの遅延クロックに基づき、撮像
信号における（リセットパルス直後の）フィードスルー部とデータ部とをそれぞれサンプ
リングするためのサンプリングパルスＳＨＰ及びＳＨＤを生成し、ＣＤＳ＆Ａ／Ｄ回路１
２に出力する。
【００３１】
　ＣＤＳ＆Ａ／Ｄ回路１２のＣＤＳ回路部分では、上述したように、サンプリングパルス
ＳＨＰ及びＳＨＤに基づき、撮像信号におけるフィードスルー部及びデータ部をそれぞれ
サンプリングし、それらの差信号を抽出して、ベースバンドの信号を生成する。
【００３２】
　ここで、位相比較部１７の詳細な構成について説明する。
【００３３】
　図２は、位相比較部１７の詳細な構成を示す構成図である。
【００３４】
　図２に示すように、位相比較部１７は、逓倍クロック生成部２１と、位相比較カウンタ
２２と、遅延クロック生成部２３とを有して構成されている。
【００３５】
　ＦＰＧＡ９により生成された基準クロックは、逓倍クロック生成部２１、位相比較カウ
ンタ２２及び遅延クロック生成部２３に入力される。逓倍クロック生成部２１は、入力さ
れた基準クロックを所定の逓倍数、例えば、基準クロックを６４逓倍した逓倍クロックを
生成して、位相比較カウンタ２２に出力する。
【００３６】
　位相比較カウンタ２２には、基準クロック及び逓倍クロックに加え、Ｒ－ゲート１６か
らのリファレンスクロックが入力される。位相比較カウンタ２２は、基準クロックとリフ
ァレンスクロックとの位相差を逓倍クロックでカウントすることで、リファレンスクロッ
クが基準クロックに対してどの程度遅延しているかを示す遅延量を算出する。この算出さ
れた遅延量は、遅延クロック生成部２３に入力される。
【００３７】
　遅延クロック生成部２３は、基準クロックを入力された遅延量だけ遅延させた遅延クロ
ックを生成し、サンプリングパルス生成部１８に出力する。これにより、サンプリングパ
ルス生成部１８において、撮像信号の遅延量に応じたサンプリングパルスＳＨＰ及びＳＨ
ＳＤが生成され、ＣＤＳ＆Ａ／Ｄ回路１２に出力される。
【００３８】
　次に、このように構成された内視鏡システムの動作について説明する。
【００３９】
　図３及び図４は、内視鏡システムの動作を説明するためのタイミングチャートを示し、
図３は、基準クロックとリファレンスクロックとの間に遅延がない場合のタイミングチャ
ートであり、図４は、基準クロックとリファレンスクロックとの間に遅延がある場合のタ
イミングチャートである。
【００４０】
　ＦＰＧＡ９から出力された基準クロックは、位相比較部１７の逓倍クロック生成部２１
により、この基準クロックを所定の逓倍数に逓倍した逓倍クロックが生成される。逓倍ク
ロックは、例えば、基準クロックを６４逓倍した逓倍クロックである。なお、図３及び図
４では、説明を簡単にするために、基準クロックを１６逓倍した逓倍クロックを示してい
る。
【００４１】
　図３に示すように、基準クロックとリファレンスクロックとの間に遅延がない場合、サ
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ンプリングパルス生成部１８において、基準クロックに基づき、フィードスルー部をサン
プリングするためのサンプリングパルスＳＨＰと、データ部をサンプリングするためのサ
ンプリングパルスＳＨＤとが生成される。
【００４２】
　一方、図４に示すように、挿入部５の挿入部長が長い内視鏡２がプロセッサ３に接続さ
れた場合、基準クロックとリファレンスクロックとの間に遅延が生じる。この場合、位相
比較カウンタ２２において、基準クロックとリファレンスクロックとの位相差を逓倍クロ
ックでカウントすることで、遅延量（位相差）が算出される。遅延クロック生成部２３で
は、算出された遅延量だけ基準クロックが遅延され、サンプリングパルス生成部１８に出
力される。例えば、図４の例では、逓倍クロックの２クロック分だけ遅延された基準クロ
ックがサンプリングパルス生成部１８に出力される。
【００４３】
　サンプリングパルス生成部１８では、この遅延クロックに基づき、フィードスルー部を
サンプリングするためのサンプリングパルスＳＨＰと、データ部をサンプリングするため
のサンプリングパルスＳＨＤとが生成される。即ち、サンプリングパルス生成部１８では
、図３のサンプリングパルスＳＨＰ及びＳＨＤよりも、逓倍クロックの２クロック分だけ
遅延されたサンプリングパルスＳＨＰ及びＳＨＤが生成されることになる。これらのサン
プリングパルスＳＨＰ及びＳＨＤにより、挿入部長等により遅延した撮像信号からフィー
ドスルー部及びデータ部がサンプリングされる。
【００４４】
　このように、内視鏡システム１は、内視鏡２の種別に応じて撮像信号の遅延量が異なる
場合にでも、基準クロックを逓倍した逓倍クロックを生成し、この逓倍クロックを用いて
、撮像信号から生成されたリファレンスクロックが基準クロックからどの程度遅延してい
るかを算出する。そして、内視鏡システム１は、算出した遅延量だけ基準クロックを遅延
させた遅延クロックを生成し、この遅延クロックに基づき、サンプリングパルスＳＨＰ及
びＳＨＤを生成するようにしている。この結果、内視鏡システム１は、ＰＬＬ回路を設け
ることなく、撮像信号の遅延量に応じたサンプリングパルスＳＨＰ及びＳＨＤを生成する
ことができるため、回路規模を小さくすることができる。
【００４５】
　よって、本実施の形態の内視鏡システムによれば、小さな回路規模でサンプリングパル
スを生成することができる。
（変形例）
【００４６】
　次に、第１の実施の形態の変形例について説明する。
【００４７】
　図５は、第１の実施の形態の変形例に係る内視鏡システムの構成を示す構成図である。
なお、図５において、図１と同様の構成については、同一の符号を付して説明を省略する
。
【００４８】
　図５に示すように、変形例の内視鏡システム１ａは、図１の内視鏡システム１のＦＰＧ
Ａ９、ＣＤＳ＆Ａ／Ｄ回路１２及び位相比較部１７に代わり、ＦＰＧＡ９ａ、ＣＤＳ＆Ａ
／Ｄ回路１２ａ及び位相比較部１７ａを用いるとともに、サンプリングパルス生成部１８
が削除されて構成されている。
【００４９】
　図６は、位相比較部１７ａの詳細な構成を示す構成図である。なお、図６において、図
２と同様の構成については、同一の符号を付して説明を省略する。
【００５０】
　図６に示すように、位相比較部１７ａは、図２の位相比較部１７から遅延クロック生成
部２３が削除されて構成されている。即ち、位相比較部１７ａは、位相比較カウンタ２２
で算出された基準クロックとリファレンスクロックとの遅延量を、遅延結果（遅延量情報
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）として出力する。この遅延結果は、ＦＰＧＡ９ａに入力される。
【００５１】
　ＦＰＧＡ９ａは、入力された遅延結果に応じて、ＣＤＳ＆Ａ／Ｄ回路１２ａにＣＤＳパ
ラメータの設定を行う。
【００５２】
　ＣＤＳ＆Ａ／Ｄ回路１２ａは、ＦＰＧＡ９ａにより設定されたＣＤＳパラメータに応じ
たサンプリングパルスＳＨＰ及びＳＨＤで撮像信号のフィードスルー部及びデータ部をサ
ンプリングして得られたベースバンドの信号映像信号処理回路１３に出力する。
【００５３】
　以上の構成により、変形例１の内視鏡システム１ａは、図１のサンプリングパルス生成
部１８及び図２の遅延クロック生成部２３を用いることなくサンプリングパルスを生成で
きるので、第１の実施の形態の内視鏡システム１よりさらに小さな回路規模でサンプリン
グパルスＳＨＰ及びＳＨＤを生成することができる。
（第２の実施の形態）
【００５４】
　次に、第２の実施の形態について説明する。
【００５５】
　従来では、多種類の内視鏡２に対して画質性能を最適にするために、内視鏡２の種別（
ＣＣＤの種類、ケーブルの種類、ケーブル長等の違い）に応じてＣＣＤ駆動信号（ＣＣＤ
駆動波形）の振幅レベルや立ち上がり／立ち下りの傾きを、例えば工場での生産時に設定
（調整）している。このような設定（調整）は、内視鏡２の種別毎に行う必要があるため
、調整の複雑化や調整箇所の増大、生産時の調整工数増大により、製品コストの増大や、
品質の劣化、および小型化の妨げとなっていた。
【００５６】
　そこで、本実施の形態では、内視鏡２の種別に応じてＣＣＤ駆動信号の調整（具体的に
は、ＣＣＤ駆動波形の振幅レベルや駆動波形の立ち上がり／立ち下がりの傾きの設定等）
を自動的に行う内視鏡システムについて説明する。
【００５７】
　図７は、第２の実施の形態に係る内視鏡システムの構成を示す構成図である。なお、図
７において、図１と同様の構成については同一の符号を付して説明を省略する。
【００５８】
　図７に示すように、内視鏡システム１ｂは、図１の内視鏡システム１のＣＣＤ駆動部１
０及び位相比較部１７に代わり、それぞれＣＣＤ駆動部１０ａ及び位相比較部１７ｂを用
いて構成されている。位相比較部１７ｂは、図４と同様の構成でもよいが、例えば、図８
の構成であってもよい。
【００５９】
　図８は、位相比較部１７ｂの詳細な構成を示す構成図である。
【００６０】
　位相比較部１７ｂは、バッファ３１ａ～３１ｄと、フリップフロップ（以下、ＦＦとい
う）３２ａ～３２ｃと、エンコーダ３３とを有して構成されている。
【００６１】
　バッファ３１ａ～３１ｃは、直列接続されており、入力される基準クロックを順次、所
定量遅延させ後段に出力する。即ち、バッファ３１ａは、基準クロックを所定量遅延させ
、バッファ３１ｂ及びＦＦ３２ａに出力する。そして、バッファ３１ｂは、バッファ３１
ａにより所定量遅延された基準クロックをさらに所定量遅延させ、バッファ３１ｃ及びＦ
Ｆ３２ｂに出力する。さらに、バッファ３１ｃは、バッファ３１ｂにより所定量遅延され
た基準クロックをさらに所定量遅延させ、バッファ３１ｄ及びＦＦ３２ｃに出力する。
【００６２】
　ＦＦ３２ａ～３２ｃのクロック端子には、リファレンスクロックが入力される。ＦＦ３
２ａ～ＦＦ３２ｃのそれぞれは、例えばリファレンスクロックの立ち上がりエッジでバッ
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ファ３１ａ～３１ｃから入力された値を保持し、保持した値をエンコーダ３３に出力する
。これにより、リファレンスクロックの遅延量に応じて、ＦＦ３２ａ～３３ｃから０また
は１が出力される。
【００６３】
　エンコーダ３３は、ＦＦ３２ａ～３２ｃから出力された値に基づいて、基準クロックと
リファレンスクロックとの遅延量（位相差）をデジタル信号化する（第１の実施の形態の
構成であればアナログ信号の場合もある）。エンコーダ３３は、このデジタル信号を後述
するスイッチ３７を切り替えるための切替制御信号としてＣＣＤ駆動部１０ａに出力する
。
【００６４】
　図９は、ＣＣＤ駆動部１０ａの構成を示す構成図である。
【００６５】
　図９に示すように、ＣＣＤ駆動部１０ａは、タイミングジェネレータ３４と、ＣＣＤド
ライバ３５と、波形整形回路３６とを有して構成されている。波形整形回路３６は、スイ
ッチ３７と、複数（本実施の形態では３つ）のピーキング回路３８ａ～３８ｃとを有して
構成されている。
【００６６】
　タイミングジェネレータ３４には、ＦＰＧＡ９からの基準クロックが入力される。タイ
ミングジェネレータ３４は、この基準クロックに基づいたタイミングパルスＴＰａを生成
し、ＣＣＤドライバ３５に出力する。ＣＣＤドライバ３５は、入力されたタイミングパル
スＴＰａに応じたＣＣＤ駆動信号を生成し、スイッチ３７に出力する。
【００６７】
　スイッチ３７には、ＣＣＤドライバ３５からＣＣＤ駆動信号が入力されるとともに、位
相比較部１７ｂのエンコーダ３３からのデジタル信号が切替制御信号として入力される。
スイッチ３７は、エンコーダ３３からの切替制御信号に基づき、ＣＣＤ駆動信号の出力先
を切り替え、ピーキング回路３８ａ～３８ｃのいずれかに出力する。
【００６８】
　ピーキング回路３８ａ～３８ｃは、それぞれ抵抗値が異なる抵抗Ｒ１～Ｒ３、容量値が
異なる容量Ｃ１～Ｃ３により構成されるフィルタを用いて、入力されたＣＣＤ駆動信号の
波形を整形する。即ち、ピーキング回路３８ａ～３８ｃでは、抵抗Ｒ１～Ｒ３、容量Ｃ１
～Ｃ３の組み合わせにより、内視鏡２の種別（ケーブル長等）に応じたＣＣＤ駆動信号の
補正が行われる。
【００６９】
　例えば、ピーキング回路３８ａでは、抵抗Ｒ１及び容量Ｃ１によって構成されるフィル
タにより、出力波形３９ａのようなＣＣＤ駆動信号を得る。同様に、ピーキング回路３８
ｂでは、抵抗Ｒ２及び容量Ｃ２によって構成されるフィルタにより、出力波形３９ｂのよ
うなＣＣＤ駆動信号を得る。同様に、ピーキング回路３８ｃでは、抵抗Ｒ３及び容量Ｃ３
によって構成されるフィルタにより、出力波形３９ｃのようなＣＣＤ駆動信号を得る。こ
のようにして得られたＣＣＤ駆動信号は、信号ケーブルの駆動線を介してＣＣＤ８に印加
される。
【００７０】
　これにより、内視鏡システム１ｂは、内視鏡２の種別が変化した場合でも、波形３９ａ
～３９ｃのように、内視鏡２の種別に応じた最適なＣＣＤ駆動信号を自動的に生成するこ
とができるため、生産時の調整工数等を削減することができる。また、内視鏡システム１
ｂは、簡単な回路（波形整形回路３６）で内視鏡２の種別に応じた最適なＣＣＤ駆動信号
を生成できるため、内視鏡システム１ｂの小型化も可能である。
（第３の実施の形態）
【００７１】
　次に、第３の実施の形態について説明する。
【００７２】
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　第２の実施の形態の内視鏡システム１ｂは、内視鏡２の種別に応じて、ハード的にピー
キング回路３８ａ～３８ｃを切り替え、ＣＣＤ駆動信号の調整を行っている。そのため、
取り付けられる内視鏡２の種別（ＣＣＤの種類、ケーブルの種類、ケーブル長等の違い）
に応じて、ピーキング回路３８ａ～３８ｃを複数設ける必要があり、かつ、それらのピー
キング回路３８ａ～３８ｃを切り替えるためのスイッチ３７を設ける必要があるため、波
形整形回路３６の回路規模が増大する。
【００７３】
　そこで、本実施の形態では、小さい回路規模の波形整形回路を用いて、内視鏡２の種別
に応じたＣＣＤ駆動信号の調整を行うことができる内視鏡システムについて説明する。
【００７４】
　図１０は、第３の実施の形態に係る内視鏡システムの構成を示す構成図である。なお、
図１０において、図７と同様の構成については同一の符号を付して説明を省略する。
【００７５】
　第３の実施の形態の内視鏡システム１ｃは、第２の実施の形態の内視鏡システム１ｂの
ＣＣＤ駆動部１０ａに代わり、ＣＣＤ駆動部１０ｂを用いるとともに、スコープ検知部４
１が追加されて構成されている。
【００７６】
　スコープ検知部４１には、プロセッサ３に接続された内視鏡２の図示しないスコープＩ
Ｄ記憶部からスコープＩＤが入力される。スコープ検知部４１は、入力されたスコープＩ
Ｄに基づき、プロセッサ３に接続された内視鏡２の種別を判別し、その判別結果（内視鏡
種別情報）をＣＣＤ駆動部１０ｂに出力する。
【００７７】
　図１１は、ＣＣＤ駆動部１０ｂの構成を示す構成図である。なお、図１１において、図
９と同様の構成については同一の符号を付して説明を省略する。
【００７８】
　図１１に示すように、ＣＣＤ駆動部１０ｂは、図９のタイミングジェネレータ３４及び
波形整形回路３６に代わり、それぞれタイミングジェネレータ３４ａ及び波形整形回路３
６ａを用いるとともに、ローパスフィルタ４２が追加されて構成されている。この波形整
形回路３６ａは、図９の波形整形回路３６からスイッチ３７、ピーキング回路３８ｂ及び
３８ｃが削除されて構成されている。
【００７９】
　タイミングジェネレータ３４ａには、スコープ検知部４１から内視鏡種別情報が入力さ
れる。タイミングジェネレータ３４ａは、スコープ検知部４１からの内視鏡種別情報に基
づき、タイミングパルスＴＰａやタイミングパルスＴＰａの立ち上がり、立ち下がりをＣ
ＣＤ駆動信号の出力波形よりずっと早い周波数でスイッチングさせたタイミングパルスＴ
Ｐｂ、ＴＰｃを生成する。
【００８０】
　図１２は、タイミングジェネレータ３４ａの構成を示す構成図である。
【００８１】
　図１２に示すように、タイミングジェネレータ３４ａは、駆動用カウンタ４３と、デコ
ーダ４４とを有して構成されている。駆動用カウンタ４３は、例えば垂直同期信号に基づ
きカウント位置を決定し、決定したカウント位置からカウントしたカウント値をデコーダ
４４に出力する。
【００８２】
　デコーダ４４には、内視鏡種別情報が入力されており、この内視鏡種別情報に基づき、
タイミングパルスのＨを立てる期間を決定する。例えば、デコーダ４４は、内視鏡種別情
報に基づきタイミングパルスＴＰｂを生成する場合、カウント値が１、３、５～２０、２
２及び２４のときにＨを立てることでタイミングパルスＴＰｂを生成する。
【００８３】
　ピーキング回路３８ａは、第２の実施の形態の構成で最も高周波成分を通すピーキング
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回路３８ａを使用する。よって、第２の実施の形態と同様なタイミングパルスＴＰａを入
力すれば、ピーキング回路３８ａから出力されるＣＣＤ駆動信号の波形も出力波形３９ａ
のようになる。
【００８４】
　ピーキング回路３８ａを使用して出力波形３９ｂ、３９ｃを得るためには、タイミング
パルスＴＰｂ、ＴＰｃの立ち上がり、立ち下がりをＣＣＤ駆動信号の出力波形よりずっと
早い周波数でスイッチングさせたタイミングパルスＴＰｂ、ＴＰｃを、ＬＰＦ４２で平滑
化する。これにより、タイミングパルスＴＰｂ、ＴＰｃの高周波成分を調整して、ＣＣＤ
駆動信号の出力波形３９ｂ、３９ｃを得る。
【００８５】
　このような構成により、内視鏡システム１ｃは、単一のピーキング回路３８ａで種別の
異なる複数の内視鏡２（ＣＣＤの種類、ケーブルの種類、ケーブル長等が異なる）に対し
て、最適なＣＣＤ駆動信号を生成することができる。そのため、図９のスイッチ３７やピ
ーキング回路３８ｂ及び３８ｃを削減でき、波形整形回路３６ａの回路規模を図９の波形
整形回路３６の回路規模よりも小さくすることができる。
【００８６】
　また、今後、ＣＣＤ駆動信号のバリエーションが増えた場合でも、ソフトウェア修正に
より対応可能であり、新たなＣＣＤ駆動信号に対応するためのプロセッサ３を生産する必
要がなくなる。
【００８７】
　本発明は、上述した実施の形態及び変形例に限定されるものではなく、本発明の要旨を
変えない範囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【符号の説明】
【００８８】
　１，１ａ，１ｂ，１ｃ…内視鏡システム、２…内視鏡、３…プロセッサ、４…モニタ、
５…挿入部、６…コネクタ、７…対物レンズ、８…ＣＣＤ、９，９ａ…ＦＰＧＡ、１０，
１０ａ…ＣＣＤ駆動回路、１１…ＦＥＡ、１２，１２ａ…ＣＤＳ＆Ａ／Ｄ回路、１３…映
像信号処理回路、１４…ＢＰＦ、１５…リミッタアンプ、１６…リファレンスクロックゲ
ート、１７，１７ａ，１７ｂ…位相比較部、１８…サンプリングパルス生成部、２１…逓
倍クロック生成部、２２…位相比較カウンタ、２３…遅延クロック生成部、３１ａ～３１
ｄ…バッファ、３２ａ～３２ｃ…ＦＦ、３３…エンコーダ、３４，３４ａ…タイミングジ
ェネレータ、３５…ＣＣＤドライバ、３６，３６ａ…波形整形回路、３７…スイッチ、３
８ａ～３８ｃ…ピーキング回路、４１…スコープ検知部、４２…ＬＰＦ、４３…駆動用カ
ウンタ、４４…デコーダ。
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